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Ⅰ-１．決算サマリー Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

（注１）2014年3月期において、第2四半期累計期間の業績予想値は公表していない。  
（注２）前第2四半期累計の特別損益の内訳は、投資有価証券売却益である。 

（注３）2013年10月1日付けで普通株式1株につき普通株式100株の割合で株式分割を実施。前事業年度の期首 
    に当該株式分割を実施したと仮定して、1株あたり純資産額、当期純利益を算定。 
（注４）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない。 

 
前第2 

四半期累計 
 

売上高（千円） 

営業利益（千円） 

経常利益（千円） 

特別損益（千円） （注２） 

当期純利益（千円） 

研究開発投資（千円） 

総資産（千円） 

純資産（千円） 

発行済株式の総数（株）（注３） 

1株あたり純資産額（円） 

1株あたり当期純利益（円） 

営業利益率（％） 

自己資本比率（％）（注４） 

（予想値）（注１） （実推） 

対前年 

同期比 比 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 － 

－ 

      － 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

 

 
当第2四半期累計 

９３％ 

－ 

－ 

－ 

－ 

７６％ 

８９％ 

８６％ 

１００００％ 

８６％ 

－ 

－ 

９７％ 

１０２，６２８ 

   △６２，０８７ 

△６２，０７４ 

０ 

 △６２，６３３ 

６０，２３５ 

３８８，３９３ 

３２１，８８０ 

３，３８９，７００ 

９４．９６ 

△１８．４８ 

    △６０．５ 

      ８２．９ 

１０９，９０４ 

  △１１６，７１９ 

△１１６，６９０ 

２４，４８４ 

 △９２，６８１ 

７９，１０１ 

４３４，０７２ 

３７２，６４３ 

３３，８９７ 

１０９．９３ 

△２７．３４ 

    △１０６．２ 

      ８５．８ 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ - ２．業績推移 Ⅰ - ２．業績推移 

経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 
経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 
経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 

400 

500 

300 

200 

100 

    0 

-100 

-200 
前第2四半期 
累計実績 

2013年3月期 
実績 

当第2四半期 
累計実推 

2014年3月期 
計画値 

95% 

92% 

97% 

98% 

▲116.7 
▲89.9 

▲62.1 

1.9 

売上高 

営業損益 

109.9 

371.9 

102.6 

430.0 

百万円 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ-３．事業区分別売上高実推 

（金額単位：百万円） 

９０％ 受託解析 

４３％ 計 

９６％ 計 

－ 一般機器 

７８８％ 診断事業 

研究委託（公募他） 

開発機器 

汎用チップ・試薬 

５９％ 

９３％ 合 計 

 

 

注残
 

  ０．４ 

 

 

注残   

 ６４．７ 

２６％ 
 

商品販売
事業 

１００％ 

８９％ 

３％ 

９７％ 

－ 

６％ 

２％ 

１００％ 

１％ 

３％ 
 

研究受託
事業 

当第2四半期累計 前第2四半期 

９１．４ 

２．３ 

１００．３ 

０．０ 

６．３ 

１．６ 

１０２．６ 

０．７ 

２．６ 

売上高 比率 売上高 比率 予算 

対予算

比（％） 

対前年
同期比
（％） 

備考 

 

項   目 

  売上高が102.6百万円と、前年同期比93%となった。研究受託事業に限ると前年同期比96%の仕上がりであるが、受注
済みの注残案件が65百万円あり、受注ベースではほぼ予定通りの仕上がりとなった。 

【研究受託事業】 

  構成比率の高い受託解析が前年同期比90%であったが、診断事業のうちリウマチ等の診断ノウハウを活用した診断
関連事業が立ち上がり始めた。この結果、研究受託事業全体の売上は前年度比96%となり、また売上げ全体に占める
比率は97%となった。 
 

【商品販売事業－汎用チップ・試薬、開発機器】 

  ハイブリ先生、iRIS等自社商品の販売に注力したが、前年同期比43%と低調な実績となった。 

１０１．１ 

５．４ 

１０４．５ 

０．０ 

０．８ 

２．７ 

１０９．９ 

２．７ 

２．６ 

９２％ 

５％ 

９５％ 

－ 

１％ 

２％ 

１００％ 

２％ 

２％ 
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Ⅰ-４．第2四半期累計業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業は受託解析の売上が前年度比90%に留まったが、診断関連業務受託の 

  受注が好調に推移し、売上高は前年度比93%となった。 

２．粗利率は36%と前年同期比5%向上した 

売上実績 
(103) 

売上総利益 
粗利率：36% 

(37) 

売上原価
(66) (99) 

研究受託(100) 

研究開発費＋
一般管理費 

第
２
四
半
期
累
計
業
績 

  １５０ 

 １００ 

  -１００ 

０ 

営業損失 

(62) 

百万円 

  -１５０ 

 ５０ 

-５０ 

商品販売(3) 
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Ⅰ-５．具体的推進ﾌﾟﾗﾝの達成状況  株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業メニューの充実 

２． 診断事業の推進 

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況 

１ 全社員営業活動と提案型研究受託提案 

-リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件受注- 

 

民間企業・大学等を中心に大型案件3件受注 

２ 新規受託メニューの充実  
  -PCR受託、次世代シークエンス受託への展開- 
研究受託 -臨床研究/ｺﾎｰﾄ研究ｻﾎﾟｰﾄ(公募事業)- 
健康支援 -食品企業等をﾀｰｹﾞｯﾄとした受託研究- 

・ゲノム解析の充実により前年度比135% 
 
・大学病院等と連携し推進中（癌、ワクチン等） 
・新規案件4件を提案中 

３ 新規施策： 

・再生医療支援事業  -細胞の安全性評価系へ参入- 

 
・2013年サービス開始。大学等を中心に3件受注 

・ iRIS（iPadソフトウェア・パッケージ）を5セット受注 

・ iCIS-crdbを製薬会社へ提案中 

 

 

iCIS-crdb、iPadソフト・ビジネスの展開 

   -医療情報システム統合サービスの開始- 

２ 

 

 

・3剤対象のサービスは第3四半期以降にシフト 

・論文化推進中 

リウマチ多剤効果判定  

  

１ 

第2四半期累計達成状況 具 体 的 推 進 プ ラ ン No 

３ 研究開発から事業化へ加速  
  -診断ﾏｰｶｰ、発現ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀなどのﾋﾞｼﾞﾈｽ化- 

新規施策：  
医薬品開発と一体化した診断ﾏｰｶｰ開発へ参入  
  -コンパニオン診断薬開発支援- 

４ 

・ 神経膠腫マーカー開発完了 
・ マーカー特許出願準備中（2件） 

 
・血漿サンプルによるEGFR変異検出サービス準備中 
 ・ 製薬会社から受注（1件） 8 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ-６．２０１４年３月期計画 

■ 売上高      ：  研究受託事業 → アジレント製マイクロアレイ、次世代シークエンス、診断支援及び関連ビジネスに注力 
     （３４３百万円 → ４１５百万円）  （１）アジレント製マイクロアレイ、次世代シークエンス等による受託解析  ： 売上実績比２０％アップ 

                                                 （２）診断支援／関連ビジネス   ： リウマチ多剤効果判定の事業展開 
                                               診断コンテンツを活用したビジネスの展開 
               商品販売事業 → 弊社独自開発パッケージ製品の販売に注力    
       （２９百万円 →   １５百万円）   ハイブリ先生  、iRISの拡販      

■ 営業利益     ：  研究受託事業売上増加（売上高比率：９２％ → ９７％）による人件費等の固定費回収増 

              製造間接費の削減等による粗利率の改善（粗利率：２５．９％ → ３９．１％） 
■ 研究開発投資 ： リウマチ多薬剤効果判定、アルツハイマー診断など診断関連バイオマーカーのビジネス化（主に公募提案により実施） 

－ － － 経常利益率（％） 

－ － － 営業利益率（％） 

１１２％ ８３，３８０ ７４，５２１ 研究開発投資（千円） 

－ １，０００ ▲８０，８１０ 当期純利益（千円） 

－ １，９００ ▲８９，８９０ 経常利益（千円） 

－ １，９００ ▲８９，９１３ 営業利益（千円） 

１１６％ ４３０，０００ ３７１，８６６ 売上高（千円） 

対前年度比 
２０１４年３月期 

計画 
２０１３年３月期 

実推 項    目 

（対前年度比較） 

＊１ 

（注＊１）2013年3月期研究開発投資額実推74,521千円のうち自社負担分は、43,230千円。2014年3月期 
    研究開発投資計画83,380千円のうち自社負担分は20,024千円である。                                      
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Ⅰ-７．2014年3月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

２
０
１
４
年
３
月
期

 

億円 

・研
究
受
託
事
業
の
売
上
比
率
増
に
よ 

 

る
粗
利
率
の
改
善 

・診
断
事
業
関
連
の
事
業
化
推
進
と 

  

公
募
採
択
よ
る
研
究
開
発
費
の
減
少 

１．研究受託事業（受託サービス、診断）売上増による収益構造の改善 

２． 2014年3月期累計営業損益は黒字を予算化 

２ 

４ 

６ 

  -２ 

０ 

【第3、第4四半期】 【第2四半期 
累計】 

【2014年3月期】 

売上高 
(103) 

売上高 
(327) 

売上高利益 
粗利率：40% 

(131) 

公募＊ 

(15) 

売上高累計 
(430) 

研究開発費＋
一般管理費 

(83) 
 
) 

売上原価(196) 
営業損失(62) 

営業利益累計 

(１) 

営業利益 
利益率：19% 

(63) 研究受託 
(317) 

研究受託 
(417) 

商品販売 
(10) 

商品販売 
 （１３） 

＊：売上とならない公募案件 10 



Ⅰ-８．研究受託事業比率、粗利率の推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が年々増加(販社ビジネスから自社製品ビジネスへの転換) 
（２）作業効率の改善及び粗利率の高いメニューへの重点化により粗利率が向上 

            （＊2014年3月期は製造間接費の削減が粗利率向上へ寄与） 

【研究受託事業比率、粗利率向上の理由 】 

20 

40 

60 

80 

2011年3月期 
実績 

2012年3月期 
実績 

2013年3月期 
実推 

2014年3月期 
計画 

研究受託事業比率、粗利率の年度別推移 

25.9% 24.9% 22.9% 

39.1%＊ 

97% 

79% 

92% 

59% 

■：研究受託事業 

   比率の推移 

▲：粗利率の推移 

100  

（％） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅱ．2014年3月期業績改善施策 

12 



Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

 

「業績改善」推進プラン 

研究開発から事業化へ 

   Ⅰ．研究受託事業メニューの充実 

   Ⅱ．診断事業強化 

収益構造の改革 

業績改善（２０１４年３月期黒字化） 
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Ⅱ-２．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業メニュー充実 ーﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析を柱に次世代シークエンサー解析拡充ー 

【継続施策】 
■ 全社員営業活動と提案型研究受託提案  ： リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件受注 
■ 新規受託メニューの充実                    ： PCR受託、次世代シークエンス受託への展開 
■ 新規研究受託（2012年下期から開始） ： 臨床研究・コホート研究サポート（公募事業） 
■ 健康支援事業（2012年下期から開始） ： 食品企業等をターゲットとした受託研究 
 
【新規施策】 
■ 再生医療支援事業  ： 細胞の安全性評価系への参入及び拡充 

２． 診断関連事業拡充 

【継続施策】 
■ リウマチ多剤効果判定   ：３剤対象のサービスは2014年3月期第3四半期以降にシフト 
■ iCIS-crdb、iPadソフト・ビジネスの展開： 医療情報システム統合サービスの開始 
■ 研究開発から事業化へ加速 ： 診断マーカー、発現プロファイルデータなどのビジネス化 
                       （神経膠腫、うつ病など） 
【新規施策】 
■ 医薬品開発と一体化した診断ﾏｰｶｰ開発へ参入 ： コンパニオン診断薬開発支援推進 
■ ＲＮＡチェック開発強化                            ： アルツハイマー診断マーカーの研究開発 

－研究開発から事業化へ加速－ 

14 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-３．再生医療支援事業 

ＤＮＡチップを用いたaCGHによる細胞評価系の確立 

① 再生医療実用化研究事業 
「関節治療を加速する細胞シートによる再生医療の実現」 
 
② 再生医療の実現化プロジェクト 再生医療の実現化ハイウェイ 
「重症高アンモニア血症を生じる先天性代謝異常症に対するヒト胚性幹（ES）細胞製剤に関する臨
床研究」 

幹細胞加工医薬品等の品質及び安全性の確
保のためのデータを提供 

細胞バンク 培養 移植 
細胞シート

製造 

原料 製造工程 医療行為 

安全性評価 CGH解析法 

DNAチップを用いたaCGH解析：培養細胞（過継代）のDNAに微細
ゲノム異常が生じていないかを評価し、安定性を担保する技術 

15 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-４．コンパニオン診断事業 

研究開発事業 

生物学的製剤効果予測 

開発支援事業 
 

 BEAMing  
(beads, emulsion, amplification, magnetics) 
血液を用いた微量な点変異検出による、薬剤応答予測 
 

  EGFR mutationsの例 

リウマチェックによる診断支援情報の提供 
A)医師のために⇒臨床現場で有効製剤の選択を可能とするエビデン
スベースの情報提供 
B)患者のために⇒個に最適な投薬を可能とするため、医療費削減と
QOL の向上 
 

  ・多剤（３剤）効果予測のための論文化に注力 
  ・RT-PCRによるシステム低価格化の検討 
  ・病態マーカーとの関連解析 
  ・アバタセプト効果予測の前向き解析開始 

次世代シークエンサーを用いた血中遊離DNA
の検出 
 

 
 
 
 
 ・非侵襲的検査による肺がん患者の薬剤反応性の 
  情報提供（イレッサ耐性変異の早期発見） 
 ・高感度検出系の実現 
  （0.01％以下の微小な変異検出） 

EGFR(exon19, 20, 21) 
次世代シークエンスによる解析 

採血5 cc 

血漿から 
ＤＮＡ抽出 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-５．免疫年齢（ＲＮＡチェック） 

Tリンパ球の減少 
Tリンパ球の機能低下 
マクロファージの減少 
NK細胞の機能低下 

腸内環境の変化 
胸腺・脾臓の萎縮 

獲得免疫応答↓ 
過剰な炎症傾向 

がん 
動脈硬化 

生活習慣病 
自己免疫疾患 

免疫年齢マーカーをベースに、 
糖尿病、骨疾患、アルツハイマー、 
疲労、うつ病などの病態マーカーを探索 

健康モニタリングサービスへ展開 

年齢を重ねるごと
に免疫細胞の機
能は低下する 

【加齢とともに起こる免疫変化】  
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅲ．今後の研究開発について 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

　　　　　　出生　　　　　　20歳　　　　　　40歳　　　　　　60歳　　　　　　80歳　（年齢）

健康域

未病域

疾病域
医療分野

健康診断分野

未病診断分野
ＲＮＡチェック

疾病発症前の予防的介入 
新規治療薬開発 

体系的治療法の開発 

血液検査（遺伝子発現RNAを調べる）により未病状態を察知 

健常人（個々）をモニタリングするシステムの必要性 

予防医療 

先制医療 

先制医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 
  病気のバイオマーカの開発 
  診断機器の開発 
 
・適切な治療法の選択 
  投薬選択のためのバイオマーカ開発 
  手術技術の向上 
  ワクチン 
 
・再発の防止 
  再発バイオマーカーの開発 
  経過観察 

予防医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 
  病気ではない、病気になる手前の 
  バイオマーカの開発 
  簡便な診断機器の開発 
 
・予防対策（日々の生活） 
  睡眠 
  食事 
  運動 
  サプリメント 
   

Ⅲ-１．未病マーカー開発(ＲＮＡチェック） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ－２．ゲノムエキソームデータ解析 

 次世代シーケンサーから得られたゲノム配列は、ヒトリファレンス配列と比較を行
い、塩基の違いを遺伝子変異として検出するのであるが、人種や多型の違いによ
り健常者であっても、多数の遺伝子変異が検出される。このことから、我々は、今
後増えるであろう日本人の疾患患者の変異データと比較を行うために、独自の健
常者データを取得した。 
 まずは、70代の男性4名 (過去1年の入院歴なし、大病の既往歴なし) について、
エクソーム解析を行った。タンパク質にインパクトを与える変異およびdbSNP JPT
と1,000 Genomesの東アジア人アレル頻度1%以下で変異を絞り込んだところ、1名
あたり約1,000の変異が残った。また、2名以上で見られる共通変異については600
変異が検出され、このうちアミノ酸置換変異でのSIFT予測で”DAMAGING”な物は
49変異見つかった。  
 高齢健常者2名以上で見られる変異は、疾患責任遺伝子の可能性は低い。この
ためこれらのデータを患者と比較することで、疾患責任遺伝子の同定に役立つこと
が期待される。  
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-３．情報化による診断支援 

• 実験データクオリティの重要性 

– 再現性（誤差はどれぐらいあるか？） 

– 自動化（実験日、施設間の違い） 

 

• 臨床データクオリティの重要性 

– 統一フォーマット 

– 判断基準 

– データベース化 

３つのシステムを融合することにより臨床情報管理を支援する 

 （iCIS :  integrated Clinical Information System） 

• iCIS-ri   情報解析環境およびデータベース上に運用ノウハウを付加したシステム 

– 研究機関向け臨床情報インフラ整備 

 

• iCIS-mi  匿名化処理、臨床研究スケジューリングシステム 

– 医療機関向け臨床研究支援データベース 

 

• iCIS-crdb 臨床情報付き遺伝子発現情報データベース 

– マーカー探索・解析目的 

 

Patients like me 

情報化によるグローバルな診断支援サービス 
21 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-４．RNAチェック事業の展望 

デマンド・健康モニタ
リング社会の実現 

低侵襲針採血検査 

低侵襲血液検査（医療機関）  

低侵襲血液検査（施設）  

低侵襲針 
（微量採血） 

低侵襲自動 
採血機器 

健康モニタ
リング機器 

低侵襲採血キット 
（ユニット化） 

低侵襲血液検査（微量）  

低侵襲血液検査 
（家庭等）  
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-５．中期事業計画 

23 

現在 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

売上(M\) 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
研究受託 323.7 384.7 408.8 420.8 430
診断関連 19 24 40 65 95
商品販売 28.9 12.7 20 20 20
売上合計 371.6 421.4 468.8 505.8 545
営業利益 -96 1.2 23.2 48.9 72

売上(M\) 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
売上合計 371.6 421.4 468.8 505.8 545
営業利益 -96 1.2 23.2 48.9 72

売上(M\) 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
診断関連 19 24 40 65 95

2-3．医薬品開発と一体化した診断マーカー開発へ参入－コンパニオン診断薬開発支援

2-4．研究開発から事業化へ加速―発現プロファイルデータのビジネス化―健康モニタリングサービス

２．診断関連事業

１．研究受託事業

1-1．リピート顧客フォローの充実及び全社員営業活動注力―提案型研究受託獲得

1-2．新規受託メニュの充実－ＰＣＲ受託・次世代シークエンス受託への展開

1-3．新規研究受託－臨床研究・コホート研究サポートビジネス

1-4．健康支援事業―食品企業等をターゲットとした受託研究―

1-5．再生医療支援事業－細胞の安全性評価系への参入―

2-1．リウマチ多薬剤効果判定－３剤対象にサービスイン～リウマチ総合診断支援サービス拡販

2-2．臨床データベース事業の推進―iCIS-DB, iPadソフトビジネス展開

-200

0

200

400

600

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

（Ｍ
￥

）

売上合計

営業利益

インフリキシマブ 合計３剤

神経膠腫 大腸癌

サービス開始

免疫年齢

リウマチ

ＰＣＲ・次世代・データ解析

サービス開始

サービス開始

医療情報システム
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アルツハイマー病 骨 糖尿病

サービス開始
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新マーケット 

健幸社会創生 
ライフサイエンス分野 

株式会社ＤＮＡチップ研究所 

オープン・ 
イノベーション 
（共同開発） 

論文・特許整備 
（基礎） 

情報化 
（診断支援） 

未病社会の実現 

未病社会の実現による医療費削減と個々の社会活動による経済効果 

Ⅲ-６．研究開発戦略 
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